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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【転入】
・成田　賀枝様～西病棟Bユニット22号室→東病棟合併症

【転出】
・藤村　操様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット207号室
・高柳　和子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット22号室

【ユニット移動】
・清川　延子様～東病棟合併症室→東病棟Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・越後　光枝様～主治医に点滴の自己抜去のリスクが高い事を報告し、ミトン装着の許可あり。

・小嶋　勲様～主治医より翌日からノボラピット朝10E、昼8E、夕8Eに変更となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、ユニット内徘徊、他室入室、私物弄りあり、早めに開放観察終了とする。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室にて静穏に過ごされている。対面時妄想言動あるも不穏・興奮はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。数回スタッフコールあり、不安感や環境に関する不満言動あり。表情、口調は穏やか。都度説明、傾聴にて不穏・興奮なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜深澤Dr診察情報＞
・小林　司様～処方に変更無し。携帯電話、イヤホンの使用許可あり。

・飯田　修子様～リスペリドン内用液が減量となっている。また、本人からラジカセの使用希望あり、イヤホンを使用して他者に迷惑かけないのであれば許可あり。

・竹林　幹彦様～ナウゼリン中止、つくしは継続、持参薬については中身を調整し処方となる。本人から身体の疼痛の訴えあり、疼痛時ボルタレン坐薬のIFオーダーを頂いている。また、高齢者のアルプロを実施するか検討するように指示あり。

・竹原　千晴様～ラツーダ増量となっている。

＜小栁Dr診察情報＞
・袴田　裕國様～西病棟転出可。メネシット減量、ブロナンセリン継続処方となる。

・庭田　久美子様～マイスリー、オランザピン処方となる。内服薬拒薬時スキップ可の指示受ける。携帯電話使用、目薬、リップ使用可の指示あり。携帯電話の使用時間説明済み。

・工藤　新吉～浮腫の増強が見られる為、補液500ｍｌの本体は全て入りきらなくても可の指示受ける。

＜事故振り返り＞
日　時　　：令和6年12月18日　7：54
対象者　　：高橋　亮（たかはし　りょう）様（38） ID：8713
主病名　　：アルコール依存症
発生場所　：東病棟Dユニット20号室　
事故レベル：5

＜経過＞
1：00　ユニット担当職員が巡回時には自室ベット上で臥床し休まれて
　　　　いる。
3：45　介護職員巡回時にはベッド上で臥床されている。
6：40　バイタルサイン測定の為訪室すると、タオルで底を厚くした
　　　　エコバックを自室トイレのドア上に引っかけて縊首している
　　　　患者を発見する。
        深夜職員2名にて直ちにベッドへ臥床させている。意識消失
　　　　呼名にも反応なく、チアノーゼ、両眼を見開き、舌も突出し
　　　　ている。JCS：Ⅲ-300　
6：55　当直医小栁Drへ報告し来棟。バイタルサイン測定し血圧、及
　　　　び酸素飽和度測定不可、呼名にも反応無い事を確認し気道確
　　　　保、AED装着し心臓マッサージ開始。
7：00　妻様へ状況を報告し、来院依頼。
7：17　指示にて生理食塩水で静脈確保し、側管からアドレナリン
　　　（0.1）1ml注入するが、蘇生不可。
　7：20　当直医指示にて警察へ連絡・来院依頼する。
7：54　家族様当院到着され当直医小栁Drより上記時刻で死亡確認・
　　　 退院となる。
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・希死念慮がある患者の療養環境、私物の使用状況の把握が不足していた。
・外出時の様子を含めて、更に本人と職員で話が出来る機会を構築するべきであった。
・職員の巡回回数が少なかった。
・職員の巡回方法（私物の持ち込み状況の確認、危険物になり得る物に関しての把握）について統
一されていなかった。
